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2背景

• テストにテストコードを書くことが一般的になってきている 
- リグレッションの確認にも有効

ソースコード テストコード

テスト結果



3背景
• ソフトウェアの大規模化によりテストコードも大規模化 

- テストコードは人が作成するもの⇒バグを含んでいる可能性

- テストコードのバグについて実証的分析はされていない
- 出現頻度，インパクト，原因

- テストコードのバグは大きく２つに分けられると考えられる[1]
» プロダクトコードに誤りがあるが，テストは成功 (Silent horrors)
» プロダクトコードに誤りがないが，テストは失敗 (False alerms)

[1]http://wiki.c2.com/?BugsInTheTests



4Research Questions
RQ1. テストコードのバグは，どの程度出現するか？ 

RQ2. テストコードのバグは，どのような種類が一般的か？ 

RQ3. テストバグは，製品のバグとは別に扱われるか？ 
　　　　　　　　　　 

RQ4. テストバグの発見に，バグ検出ツールは利用できるか？



5テストバグの抽出
• ２タイプのテストバグを抽出 

• ASFの110プロジェクトからデータを利用 
- サブプロジェクト数：448

抽出対象



6RQ1：どの程度出現するか？
• ４７％のサブプロジェクトでテストバグが発見 (211/448)

|(AUB)ーC|＝5,556

|BーAーC|＝3,849 |AーC|＝1,707

合計 5,556
平均値 12.4
中央値 0
最大値 614
最小値 0
標準偏差 48.3



7RQ1：どの程度出現するか？（詳細）
• ４７％のサブプロジェクトでテストバグが発見 (211/448)

テストバグが多いプロジェクトTOP１０



8RQ２：どんな種類が一般的か？
• ４９９件 (9%) の目視を実施 

- 3%の不具合が，Silent horrors (プロダクトコードに誤りがあるが，テストは成功)

- 97%の不具合が， False alerms (プロダクトコードに誤りがないが，テストは失敗)

出現タイミング 種類

出現タイミング 種類



9RQ３： テストバグは特別に扱われるか？
• 製品バグとテストバグで，優先度や修正時間などを比較 

- 開発者は，テストバグの方が活発に貢献している
- テストバグの方が修正時間が短い



10RQ４：バグ検出ツールは利用できるか？
• 20プロジェクトのテストコードにFindBugsを適用 

- 不具合50件(623件)を目視で確認したところ， 
Findbugsの警告箇所がバグになっていない



11所感

• 先にやられてた．．．．でもやっぱり重要な研究 

• 一番大事なところをやってない！？ 
• プロダクトコードの誤りのために発生した不具合 
　 

     
    目視したけど，テストバグが１プロジェクトに 
　 数百件も無い気がする．．．（そもそも抽出方法が微妙）


